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協力や支援の可否

連絡担当者名

連絡先（E-mail）

備考欄

認定機関名

会員数 人

賛助会員数 人

非会員数 人

臨床倫理認定士修了者 人

上級臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

その他： 人

世話人

（職種名を記載）

地域概要

近藤啓子　みまさか認知症疾患医療センター(積善病院)

kesuno811＠yahoo.co.jp

2015年度から稲葉一人先生を講師に、岡山県県南(おかやま認知症臨

床倫理研究会)と県北のみまさか圏域で開催されてきた認知症臨床倫理

研修会を素地に、2020年5月にみまさか圏域認知症臨床倫理研究会を

創設する準備を進めています。研究会の目的は、実践と教育を介した

人材育成です。支援者の倫理的視点を養い、認知症の人の困難に早く

気づくことのできる力と、気づきをより善い支援に繋ぐことのできる

力、また、支援者を支援することのできる力の獲得と向上を目指して

います。同時に、広い視野で、客観的に物事を見ることのできる力を

養い、尊厳や人権を否定するような磁場や圧力に流されることなく、

地域の自治力を高め、より善く発展させることができる視点の獲得と

支援者の行動変容を目指しています。

研究会は、職種、職位、職域、組織を超えて自由であることが望ま

れ、研究会会員も自由な立場での参加としています。

研究会の臨床倫理コンサルテーションチームは、地域活動の最前線に

立つメンバーの自主的な参加で立ち上がっているので、病院・施設を

立ち位置にするに留まらず、立ち位置を地域エリアに据えて、地域の

中に病院や施設を位置づける発想で実践していくことが一層可能にな

ると考えられます。

「認知症の人の日常生活・社会生活に於ける意思決定支援ガイドライ

ン」が出されてから、チーム立ち上げの機運が、一層高まってきてい

るように感じられます。

今後も是非、稲葉一人先生並びに日本臨床倫理学会の教育的な支援を

お願いしたいと考えています。

任意記載項目

必須項目

2020年2月

地域 002

岡山県みまさか圏域

みまさか圏域認知症臨床倫理研究会

基礎情報



臨床倫理認定士修了者 人

上級臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

その他： 人

臨床倫理認定士修了者 人

上級臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

その他： 人

臨床倫理認定士修了者 人

上級臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

その他： 人

臨床倫理認定士修了者 人

上級臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

その他： 人

チームメンバーにはいない

臨床倫理認定士修了者 人

上級臨床倫理認定士修了者 人

CBEL修了者 人

コンサルテーション窓口

依頼件数 2019年度（2019年1月〜2019年12月現在） 件

事例検討会件数 2019年度（2019年1月〜2019年12月現在） 件

事例検討会総参加者数 2019年度（2019年1月〜2019年12月現在） 人

小児 件

成人（高齢者含む） 件

がん（AIDS /HIV含む） 件

非がん 件

告知・インフォームドコンセント 件

症状コントロール 件

栄養・水分制限 件

医療資源の分配 件

療養場所の選択 件

暴言・暴力への対応 件

個人情報の取り扱い 件

地域支援者への心理的支援 件

医療者・介護職対象 2019年度 回

行政対象 2019年度 回

一般市民対象 2019年度 回

その他： 2019年度 回

社会活動 講師等の派遣 外部コンサルタント（年間契約） 施設

備考 外部見学受け入れ 回

講演・研修会

依頼内容

（重複なし）

区分

チーム実績

世話人

（職種名を記載）

（職種名を記載）

（職種名を記載）

（職種名を記載）

外部コンサルタント


